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米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

に
伴
う
名
護
市
辺
野
古
の
新
基

地
建
設
を
巡
る
県
民
投
票
が
２

月
24
日
に
行
わ
れ
、
結
果
は
反

対
票
が
７
割
を
越
え
た
。
投
票

率
は
、
住
民
投
票
の
有
効
性
を

計
る
目
安
と
さ
れ
る
50
％
を
越

え
て
52
・
48
％
で
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
か
ら
、
沖
縄
県
民
は
新

基
地
建
設
を
認
め
な
い
意
思
を
明
確
に
示
し
た
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

　
政
権
与
党
の
自
民
、
公
明
両
党
が
自
主
投
票
の
立

場
を
と
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
は

社
説
で
「
県
民
と
話
し
合
う
役
割
を
放
棄
し

た
こ
と
は
残
念
だ
」（
毎
日
）「
辺
野
古
移
設

の
大
切
さ
を
十
分
に
説
か
な
か
っ
た
。
腰
の

引
け
た
対
応
で
は
移
設
の
必
要
性
が
伝
わ
ら

な
い
」
（
産
経
）
な
ど
と
弱
腰
の
姿
勢
に
対

し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
方
、
政
府
は
投
票
結
果
に
関
わ
ら
ず
工

事
を
続
け
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
県
民
投

票
の
結
果
に
法
的
拘
束
力
は
無
い
と
は
言

え
、
政
府
は
今
こ
そ
県
民
の
意
見
を
尊
重

し
、
辺
野
古
埋
め
立
て
工
事
を
中
止
し
た

上
で
、
沖
縄
県
と
真
摯
に
対
話
に
臨
み
解
決

策
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。
沖
縄
に
在
日
米
軍

専
用
施
設
の
70
％
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
地
を
巡
り
様
々
な
事
件
が
発
生
し
続

け
て
い
る
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今

回
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
て
、
基
地
負
担

を
押
し
つ
け
続
け
る
政
府
の
姿
勢
を
改
め
、

沖
縄
に
寄
り
添
う
方
向
性
を
導
き
出
す
べ
き

で
あ
る
。

　
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
姿
勢
の
政
府
は
、
労

働
者
の
声
と
は
無
関
係
に
、
日
本
経
済
の
状
況
を
よ

く
す
る
た
め
に
官
製
春
闘
を
つ
く
り
出
し
て
き
て
い

る
。
19
春
闘
の
た
た
か
い
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

が
、
情
勢
や
時
代
認
識
を
踏
ま
え
て
、
従
来
の
延
長

線
上
の
た
た
か
い
で
は
勝
ち
取
れ
な
い
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、
申
15
号
「
２
０
１
９
年
度

賃
金
引
き
上
げ
等
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
提
出
し

た
。
基
本
給
一
律
６
、
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
、
賃

金
カ
ー
ブ
維
持
相
当
分
を
確
保
す
る
た
め
に
定
期
昇

給
の
実
施
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
及
び
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
に
お
い
て
も
同
額
の
賃
金
引
き
上
げ
を
実
施

し
、
生
活
改
善
・
待
遇
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
を
強

く
要
求
し
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
採
用
者
に
と
っ
て

の
大
き
な
課
題
は
、
退
職
手
当
の
算
出
基
礎
と
な
る

「
第
二
基
本
給
制
度
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
を

見
据
え
て
、
退
職
金
の
抑
制
に
つ
な
が
る
制
度
の
凍

結
に
向
け
議
論
を
深
め
て
い
く
。
さ
ら
に
企
画
業
務

を
担
う
組
合
員
の
待
遇
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
、
職

場
と
共
に
た
た
か
い
を
積
み
上
げ
、
要
求
を
実
現
す

る
体
制
を
強
化
す
る
。

　
２
月
27
日
、
本
部
主
催
の
〝
春
闘
セ
ミ
ナ
ー
〞
を

開
催
し
た
。
東
京
新
聞
経
済
部
編
集
委
員
　
久
原
穏

氏
か
ら
「
働
き
方
改
革
と
春
闘
」
と
題
し
て
講
演
を

頂
い
た
。『「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や

す
い
国
」
を
掲
げ
る
安
倍
政
権
が
、
財
界
・

経
済
界
と
あ
う
ん
の
呼
吸
で
進
め
て
き
た

「
働
き
方
改
革
」。
政
府
が
主
導
し
た
「
働

き
方
改
革
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
働
く
人
よ

り
も
働
か
せ
る
側
の
論
理
で
つ
く
ら
れ
た
財

界
主
導
の
「
働
か
せ
方
改
革
」
が
実
態
な
の

だ
』
と
提
起
を
い
た
だ
い
た
。
労
働
者
の
利

益
や
保
護
を
導
く
た
め
の
法
制
化
で
は
な
い

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
働

き
方
が
変
化
し
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
導
入
に
よ
っ
て
労
働
者
が
担
う
仕
事

が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
場
で
は
「
変
革

２
０
２
７
」
が
示
さ
れ
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
見
据
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
な
ど
で
働
き
方
が
変
化
し
て
い
く
。

今
後
、各
種
施
策
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
で
、

職
場
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、

現
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
具
体
的
に
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
職
場
は
要
員
が
逼
迫

し
て
い
る
。「
生
産
性
の
向
上
」
と
称
し
て
、
よ
り

少
な
い
人
数
で
効
率
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
目
指

さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
私
た
ち
は
、
現
実
を
受
け
止
め
て
環
境
・
時
代
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・

働
き
が
い
」
の
持
て
る
職
場
を
創
造
し
て
い
こ
う
。

職
場
討
議
を
深
め
、
問
題
点
を
共
有
化
し
、
解
決
を

図
る
た
め
に
努
力
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

私
た
ち
労
働
者
の
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」
と
す
る

た
め
に
、
労
働
組
合
と
し
て
現
場
の
声
を
基
礎
に
、

広
範
な
た
た
か
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う
！

設
置
す
る
目
的・所
属
に
つ
い
て

●
本
社
、
支
社
の
新
幹
線
に
関
わ
る
業
務
及
び
新
幹
線
運
行

本
部
の
業
務
を
集
約
し
、
新
幹
線
を
一
元
的
、
専
門
的
に
統

括
す
る
部
門
と
し
て
、「
新
幹
線
統
括
本
部
」
を
設
置
す
る
。

●
統
括
機
関
は
本
社
と
支
社
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
概
念
で
あ
る
。

●
指
揮
命
令
権
、
人
事
権
、
施
設
管
理
権
は
新
幹
線
統
括
本

部
に
な
る
。

●
新
幹
線
統
括
本
部
は
本
社
内
に
置
く
こ
と
で
検
討
し
て
い

る
。

●
新
幹
線
運
行
本
部
の
指
令
室
は
、
場
所
は
変
わ
ら
ず
新
幹

線
総
合
指
令
所
と
い
う
名
称
に
な
る
。
現
行
の
新
幹
線
運
行

本
部
に
あ
る
企
画
部
門
に
該
当
す
る
業
務
を
統
括
本
部
に
移

動
す
る
か
は
検
討
中
。

●
昇
進
試
験
や
健
康
診
断
、
永
年
勤
続
表
彰
、
事
務
手
続
き

等
は
社
員
に
不
便
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

●
従
来
の
支
社
研
修
は
、
内
容
に
よ
っ
て
統
括
本
部
が
行
う

場
合
と
、
各
支
社
と
連
携
す
る
場
合
が
あ
る
。

●
地
方
機
関
に
所
属
し
て
い
る
現
場
で
、
体
制
変
更
が
あ
る

場
合
は
地
方
で
提
案
を
行
う
。

新
幹
線
業
務
連
携
体
制
に
つ
い
て

【
共
通
】

●
支
社
が
管
理
し
て
い
た
新
幹
線
の
予
算
に
つ
い
て
は
統
括

本
部
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
４
月
１
日
時
点
で
現
業
機
関
の
業
務
内
容
は
大
き
く
変
わ

ら
な
い
。

【
駅
】

●
教
育
・
訓
練
は
新
幹
線
統
括
本
部
と
支
社
営

業
部
が
連
携
し
て
実
施
す
る
。

●
指
揮
命
令
系
統
や
異
常
時
に
お
け
る
連
携
は

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

●
実
車
訓
練
な
ど
は
今
ま
で
通
り
行
い
、
各
系

統
間
で
の
調
整
に
新
幹
線
統
括
本
部
も
入
る
。

●
「
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
特
急
券
」
や
「
タ

ッ
チ
で
Ｇ
Ｏ
新
幹
線
」
な
ど
新
幹
線
に
特
化
し

た
営
業
施
策
は
引
き
続
き
本
社
営
業
部
が
行

う
。

【
乗
務
員
・
車
両
】

●
乗
務
員
勤
務
制
度
見
直
し
に
よ
る
企
画
部
門

の
乗
務
は
新
幹
線
統
括
本
部
も
対
象
と
な
る
。
な
お
、
新
幹

線
に
乗
務
を
し
て
い
た
社
員
が
支
社
の
企
画
部
門
に
異
動
し

た
場
合
は
、
元
職
場
と
支
社
を
兼
務
し
て
乗
務
す
る
こ
と
は

あ
る
。

●
新
幹
線
統
括
本
部
が
主
催
す
る
会
議
は
、
在
幹
乗
務
員
区

・
在
幹
車
両
セ
ン
タ
ー
も
招
集
す
る
。

●
４
月
１
日
時
点
で
盛
岡
新
幹
線
運
輸
区
は
在
来
線
の
担
当

も
残
る
。
指
導
担
当
者
会
議
は
支
社
と
連
携
す
る
。

●
交
番
検
査
の
計
画
は
新
幹
線
統
括
本
部
で
行
う
。

●
大
宮
新
幹
線
車
両
Ｐ
Ｔ
（
大
宮
駅
検
査
班
）
の
教
育
体
制

は
変
わ
ら
ず
に
行
う
。

【
工
務
】

●
保
守
部
門
に
お
い
て
、
直
轄
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
保
守

エ
リ
ア
は
変
更
し
な
い
。

●
保
守
は
財
産
区
分
に
基
づ
い
て
行
う
。

●
４
月
１
日
時
点
で
は
主
に
軌
道
設
備
の
み
が
新
幹
線
統
括

本
部
の
財
産
に
な
る
。
予
算
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

●
土
木
・
建
築
・
機
械
で
は
新
幹
線
に
特
化
し
た
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
る
予
定
は
な
い
。

【
事
務
】

●
現
在
、
現
業
機
関
に
属
し
て
い
る
事
務
職
は
、
新
幹
線
現

業
機
関
の
所
属
に
な
る
。

●
業
務
費
（
消
耗
品
・
雑
費
な
ど
）
の
予
算
責
任
者
は
新
幹

線
統
括
本
部
と
な
る
。

●
業
務
内
容
、
業
務
の
流
れ
は
当
該
エ
リ
ア
の
支
社
を
通
じ

て
行
い
、
支
社
ご
と
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て
い
く
た
め
変
更

は
な
い
。

異
動
や
労
働
条
件
等
に
つ
い
て

●
基
本
的
な
異
動
の
考
え
方
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
新

幹
線
か
ら
在
来
線
、
在
来
線
か
ら
新
幹
線
職
場
へ
の
異
動
に

つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
。

●
入
社
し
て
か
ら
の
各
系
統
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
変
更
は

な
い
。
車
両
職
社
員
の
基
礎
技
術
教
育
に
つ
い
て
も
変
更
は

な
い
。

●
上
野
新
幹
線
第
二
運
転
所
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
深
度
化

の
対
象
と
な
る
。

●
各
支
社
で
エ
ル
ダ
ー
勤
務
者
に
行
っ
て
い
た
希
望
把
握
の

面
談
は
、
新
幹
線
統
括
本
部
と
各
支
社
が
連
携
し
て
行
う
。

出
向
や
休
職
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
行
っ
て
い
く
。

●
新
幹
線
運
転
士
の
公
募
に
よ
る
配
属
の
考
え
方
に
変
更
は

な
い
。
秋
田
支
社
、
盛
岡
支
社
は
盛
岡
新
幹
線
運
輸
区
、
仙

台
支
社
は
仙
台
新
幹
線
運
輸
区
、
首
都
圏
支
社
は
上
野
新
幹

線
第
二
運
転
所
に
配
属
と
な
る
。

●
秋
田
車
両
セ
ン
タ
ー
の
新
幹
線
の
交
検
に
つ
い
て
現
時
点

で
切
り
分
け
る
考
え
は
な
い
。

「新幹線業務の変革について」に関する解明交渉を行う!申14号

主
な
議
論
内
容

働きがいのある職場をつくっていこう!

　2月25日にステーションサービス協議会は、申２号「就

業規則等の改正に関する申し入れ」を行いました。

　（株）ＪＲ東日本ステーションサービスは昨年４月に「新

しい人事・賃金制度」を実施しました。そして、人材確保

と、柔軟な発想で自ら考える人材の育成を通して「JESSビ

ジョン2020」の３つの柱を実現するとしています。さらに

今回、就業規則や福利厚生面の改正等を行うことが説明さ

れました。

　今回の改正等の内容は、家族手当の増設など、これまで

に私たちが要求してきた内容も含まれています。改正によ

って、会社の魅力向上とより柔軟な働き方を可能とするこ

とで、人材確保と働きがいに繋がると考えます。

　組合員がより働きがいを実感できるものとするために、

全17項目について今後議論を行っていきます。

ステーションサービス協議会「就業規則等の改正に
関する申し入れ」をおこなう!

申2号

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
、
昨

年
12
月
13
日
に
本
社
よ
り

「
新
幹
線
業
務
の
変
革
に
つ

い
て
」
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
の
見
直
し
は
、
新

幹
線
に
関
す
る
会
社
発
足
以

降
初
の
抜
本
的
な
見
直
し
で

あ
る
と
と
も
に
、「
変
革
２

０
２
７
」
の
も
と
今
後
取
り

組
ん
で
い
く
業
務
遂
行
体
制

の
見
直
し
の
先
駆
け
と
な
る

も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
説
明
を
受
け
、
タ
イ
ト
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
本
部
、
地
本
、
部

会
、
分
科
会
で
様
々
な
意
見

や
職
場
現
実
な
ど
を
出
し
合

い
、
１
月
18
日
に
申
14
号
を

申
し
入
れ
、
１
月
31
日
と
２

月
４
日
に
団
体
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部

は
「
職
場
で
説
明
を
聞
い
た

が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
「
異

動
が
発
生
す
る
の
か
」
「
所

属
が
変
更
さ
れ
る
と
何
が
変

わ
る
の
か
」
等
の
組
合
員
の

不
安
な
声
を
訴
え
、
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
新
幹
線
現

業
機
関
の
社
員
（
電
力
・
信

号
通
信
は
２
０
２
０
年
度
上

期
予
定
）
は
支
社
の
所
属
か

ら
新
幹
線
統
括
本
部
に
所
属

が
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
業

務
内
容
が
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
環
境
の
変
化
は
こ
れ
か

ら
も
発
生
し
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
安
全
を
第
一
に

職
場
議
論
を
行
い
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

職
場
の
議
論
を
通
じ
て
組
織
強
化・拡
大
に
繋
げ
よ
う

現場の声が全ての基礎である!


